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社会研究部門

川村俊蔵 ･鈴木 晃 ･森 梅代 1)

研究概要

1)インドネシア･シボラ島における各種詔長

顕の社会 ･行動学的研究のまとめ

川村俊蔵

スマトラ島南のシボラ島に生息するMacaca

I,agensis,Presbytisi)otenzfant一他2笹の観察

を1985年に行い,特に行動型からの系統的関係に

ついて資料を集め,本年はその考察とまとめを行

った｡

2)スマトラにおけるブタオザルの社会学的研

究

川村俊蔵 ･大井 徹

従来,世界的に研究の遅れているブタオザルの

長期的社会学的研究をスマトラにおいて続行した｡

8)木曽研究林におけろ こホンザルの群れの社

会学的研究

川村俊蔵

ニホンザルに関しては,木田研究林において,

社会学的研究を続行した｡

4) オランウータンの社会学的研究

鈴木 晃

19弘年から行っているインドネシア･東カ1)マ

ンタン･クタイ保苦区において,オランウータン

の社会構造に関する現地調査を1986年8月～10月

に行った(晦外学術調査 隊長田川日出夫 ･鹿児

島大)｡

5) クタイ保怒区における各椛詔良郡の社会 ･

生慣学的研死

鈴木 晃

1)教務職員

1983年の大山火郡の後,森林は二次杯化による

回役過程がiLE行中であろが,ここでの詔長和9位

の群れの分布･m成を現地調査した｡矧 こテナガ
ザルの群れ捕成と行動域の研死を中心に行った｡

6)志ff前原拭切川流域のニホンザルの社会学

的ff料の苛机

鈴木 晃

上信越ニホンザル研究林及び横沿川流域に生息

するニホンザル各群の社会学的質料の首班を行っ

た｡

7)ニホンザルの社会的発達に関する研究

森 梅代

事島群を中心にメスの育児行動,離乳期前後の

母子の相互交渉の変化,および社会関係の変化な

どを継続的に調査している｡特に餌条件の比較的

さびしい離乳期に赤ん坊はどのように母親に追随

し,また母親は赤ん坊の世話をどのようにしてい

るかを調べ,生後2-3カ月以後の赤ん坊の死亡

と母子間の相互交渉との関連を分析している｡

総 税

1)森 梅代(1986):ニホンザルメスの社会的

発道と社会関係｡動物-その道応戦略と社会,

11:ト93.東海大学出版会｡
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学会発表

1)川村俊蔵 (1986):メンタウェイヤセザル

Presbytisi,oEeuianiの社会と音声の位置

づけ｡第2回日本霊長頬学会 ｢アジアの兵猿

輔の研究 川村｡鈴木｣｡

2)鈴木 晃(1986):束カリマンタン･クタイ

国立公園における詔長技の分布とオランウー

タンの社会 ･生態学的研究｡第2回日本霊長

類学会 ｢アジアの裏技類の研究 川村･鈴木｣｡

変異研究部門

野津 謙･庄武孝義･和田一雄 ･峰津 満

研究概要

1)ニホンザルの袋田退伝学研究

野浮 謙･庄武孝義･早坂謙二1)

ニホンザルの血統蛋白の描道を支配する通伝子

の変異を磁気泳動法によって検累し,群円,群間

の変異性を定孟化する｡現在までにニホンザル44

群､総個体数約2,600頭の血液試料について,85

種の蛋白の構造を支配する計88遺伝子座の検索を

行ってきた｡また,新たにミトコンド1)アDm の

多型を棟誠として加えた｡これらデータをもとに

して,統計的検討を加え,繁殖単位間の毎代の移

出入率,退伝的変異の散布範囲などについて定立

的推定を行い,ニホンザルの繁殖構造を解明すべ

く作業を続行中である｡

2)Macaca屈サルの系統的相互関係

野揮 謙 ･庄武孝義･早坂謙二

ニホンザルを含むMacaca属サル各種から材料

を採如し,前項1)同-の方法によって種内･種間

の氾伝学的変異性を定量化し,それら種間の迫伝

子捕成上の差を退伝距離で表現し,それに数量分

校学的手法を適用して枝分かれ図を描く｡それに

より柾間の近縁関係,分化時間の推定等を行う作

文を日下続行中である｡61年度には,ミトコンド

I)アDm の多型を標識にしてマカク属8種の系統

1)大学院学生

関係を推定し公表した｡

3)家畜化現象と家畜系統史の研究

野滞 謙･庄武孝義

在来家畜とそれらの野生原種の迫伝学的野外調

査にJ:って,家畜化現象そのものの柴団避伝学的

解明と,個々の家畜種円で地域集団間の遺伝的分

化の程度,系統的相互関係の解明を行いつつある｡

61年度にはネパールにおいて海外調査を行った｡

4)CercoL,ithecus屑サルの遺伝的分化に関す
る研究

庄武孝義 ･野浮 謙 ･早坂謙二

60年度の海外調査によりカメルーンにてグリベ

ットモンキーとパタスモンキー,エチオピアにて

グリベットモンキーの資料を収集したのでこれま

でに得られている資料と合わせてCercoi･ithecus

属サルの地域分化,亜種分化,種分化を退伝距離
でもって走塁化し公表した｡

5)新世界ザルの遺伝学的研究

峰滞 満

61年度,ポt)ビアおよびブラジルにおいて血紋

試料を入手した｡これらの試料にもとづいて核型

およびその変異の検索を行っている｡電気泳動法

による血液蛋白の構造を支配すろ遺伝子の変異の

検索を合わせて行い,新世界ザルの系統相互関係

の解明を試みている｡

6)キヌザル科のキメラの退伝学的研究

峰帝 満

キヌザルにみられる血液および生殖細胞のキメ

ラの遺伝学的解析を行いつつある｡

7)中国式山でのチベットモンキー調査

和田一雄

1986年8月から,安徽省においてチベットモン

キー(Macacathibetana)の分布調査,黄山の

群れの泊まり場,運動時の社会調査を行っており,

現在も続行中である｡
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